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　物価高騰が年金生活を直撃し、「暮

らしていけない」と悲鳴が上がってい

ます。年金も医療も福祉も本来の機能

を失い、危機的な状況におちいってい

ます。

　高齢になっても、尊厳ある人間らし

い暮らしを保障するのは政治の責任で

す。大軍拡・大企業奉仕のために社会

保障費を削り、世代間の対立をあおり、

国民に負担増と自己責任を押しつける

自民党政治をおおもとから変えましょ

う。

年金・くらしVer
Activity Report

軽度者の介護保険外し、利用料２割・３割負担の
対象拡大などに反対し負担軽減をはかります。

生活保護費を物価高騰に見合う水準に引き上げ、
必要なすべての人が利用できる「生活保障制度」
に改革します。

低年金の底上げ、最低保障年金の導入など
「頼れる年金」にします。

均等割・平等割を廃止し、高すぎる国民健康保険料
を抜本的に引き下げます。

７０歳以上の医療費窓口負担を１割に引き下げます。

暮らせる年金
安心の福祉・医療

軍事費
削って を

これ、やります！



　補聴器は、高齢者の日常生活を支える必需品です。

年金者組合のみなさんと、加齢性難聴者の補聴器購

入に国として補助するよう、厚労省に要請しました。

補聴器購入に公的補助を

　「物価高に負けない所得引き上げ」と言うなら、

生活保護世帯を置き去りにしてはならないと、基準

の引き上げを前倒しで行うよう要求。自公政権による

保護基準大幅引き下げで「３食食べることもかなわ

ず、猛暑の中クーラーのない部屋で亡くなった事案

もある」と指摘。生存権さえ脅かしている現状から目

を背けてはいけないと批判しました。

生活保護の基準引き上げ

　後期高齢者は、受診を控え生活費を削っていると

指摘し、保険料大幅値上げの撤回を要求。窓口２割

負担の導入について「必要な医療が受けられなくな

ることを前提に負担増を強いるのは、高齢者の命

を削り、尊厳を脅かすもの」と撤回を求めました。

高齢者の医療奪うな
後期高齢者医療制度

　高すぎる国保料が生存権を脅かしていると繰り返

し追及。国費１兆円投入による国保料の大幅引き下

げを要求。国保のみにある均等割は、子どもが増え

るほど負担は重くなる「子育て罰」と廃止を求めまし

た。

国保料引き下げ
子どもの均等割り廃止を

くらしの声を政治に届ける
許さない！弱いものいじめは

ケアに手厚い社会に
介護保険改悪反対

　利用者２割負担の対象拡大は「高齢者に命を削れ

と言うもの」と批判。介護施設の食費・居住費への補

助削減は、高齢者が退所に追い込まれかねず、支え

る家族の影響も重大と批判しました。

　「年金の振替加算支給漏れは、時効適用せず、全

ての対象者に全額支給せよ」と要求。訴訟等によら

ず時効とされた年金が支給され、多くの喜びの声が

寄せられました。

振替加算が戻った！

女性の低年金解消を
　女性の低年金が著しく、６５歳以上の単身女性の

４割以上が貧困状態に。要因は現役時代の賃金格差

にあると指摘し、最低保障年金を導入するなど、低年

金を抜本的に改善するよう求めました。

　年金は目減りし続け、介護・医療の負担増が暮ら

しを直撃しています。異常な物価高を上回る年金引

き上げのため、速やかな再改定を要求。目標を上回

る積立金の運用益を、年金引き上げの原資として活

用するよう迫りました。

暮らせる年金　頼れる年金を
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